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特集

年
12
月
か
ら
２
月
に
か
け
て

の
交
通
事
故
発
生
率
は
他
地

域
に
比
べ
て
高
く
、
特
に
ス

リ
ッ
プ
に
起
因
す
る
事
故

は
、
一
般
道
の
数
倍
の
頻
度

で
高
速
道
路
で
発
生
し
て
い

る
。さ

ら
に
、
全
国
的
に
も
高

齢
化
率
が
高
い
地
域
で
、
高

齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故

や
、
歩
行
者
・
自
転
車
と
し

て
高
齢
者
が
事
故
に
巻
き
込

ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
加
し
て

い
る
。
北
陸
は
高
齢
者
が
ハ

ン
ド
ル
を
握
ら
ざ
る
を
得
な

い
「
生
活
の
足
」
と
し
て
自

動
車
が
定
着
し
て
い
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
ペ
ダ
ル
踏
み
間

違
い
や
、
薄
暮
時
の
道
路
横

断
中
の
高
齢
歩
行
者
事
故
の

削
減
な
ど
が
急
務
だ
。

北
陸
３
県
で
も
信
号
機
の

な
い
横
断
歩
道
で
の
歩
行
者

優
先
が
定
着
し
、
か
つ
て
は

低
か
っ
た
停
止
率
も
向
上
し

つ
つ
あ
る
。
日
本
自
動
車
連

盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
の
信
号
機
の

な
い
横
断
歩
道
の
停
止
率
ラ

ン
キ
ン
グ
で
、
富
山
県
は
24

年
に
31
・
６
％
で
全
国
ワ
ー

ス
ト
だ
っ
た
が
、
25
年
は
60

・
９
％
と
大
幅
に
改
善
し

た
。
石
川
県
は
70
・
３
％
で

前
年
の
２
位
か
ら
８
位
に
順

位
を
落
と
し
た
が
、
高
水
準

を
維
持
す
る
。
福
井
県
が
35

・
８
％
で
都
道
府
県
別
で
ワ

ー
ス
ト
３
位
だ
っ
た
。

行
政
や
警
察
と
の

連
携
不
可
欠

交
通
安
全
は
一
つ
の
対
策

だ
け
で
実
現
で
き
る
も
の
で

は
な
く
、
複
数
の
要
素
が
相

互
に
作
用
す
る
こ
と
で
初
め

て
効
果
を
発
揮
す
る
。
自
動

車
業
界
以
外
に
行
政
、
警

察
、
教
育
機
関
、
企
業
、
住

民
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
不
可

欠
。
今
後
も
社
会
環
境
の
変

化
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
策
を

見
直
し
、
持
続
可
能
で
安
全

な
交
通
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
今
後
の
交

通
事
故
抑
止
に
カ
ギ
と
な
る

の
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

だ
。
事
故
多
発
箇
所
を
地
図

上
で
可
視
化
す
る
デ
ジ
タ
ル

マ
ッ
プ
の
活
用
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
用
い
た
安
全
情
報
の
リ
ア

ル
タ
イ
ム
配
信
が
有
効
に
な

り
そ
う
だ
。

（
同
22
件
減
）
だ
っ
た
。
確

実
に
減
少
傾
向
を
示
し
て
い

る
が
、
毎
年
痛
ま
し
い
交
通

事
故
が
発
生
し
、
犠
牲
者
が

存
在
す
る
の
は
確
か
。

北
陸
の
冬
は
交
通
安
全
に

お
け
る
最
大
の
障
壁
だ
。
毎

県
が
22
件
（
同
９
件
減
）
、

福
井
県
が
23
件
（
同
３
件

増
）
。
人
身
事
故
発
生
件
数

は
石
川
県
が
１
７
９
２
件

（
同
２
６
７
件
減
）
、
富
山

県
が
１
８
５
８
件
（
同
20
件

減
）
、
福
井
県
が
９
６
４
件

地
方
特
有
の

リ
ス
ク
が
色
濃
く

２
０
２
４
年
の
交
通
死
亡

事
故
数
は
石
川
県
が
30
件

（
前
年
対
２
件
増
）
、
富
山

長
は｢

交
通
安
全
意
識
を
高
め

る
こ
と
に
集
中
し
て
取
り
組
み

た
い

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う｣

と
呼
び
掛
け
た


県
内
市
町
で
交
通
安

全
運
動
に
携
わ
る
職
員

を
代
表
し
、
珠
洲
市
危

機
管
理
室
の
女
田
良
明

室
長
が
「
安
全
安
心
で

住
み
よ
い
社
会
の
実
現

は
県
民
の
願
い
。
一
人

ひ
と
り
が
交
通
安
全
意

識
を
高
め
、
事
故
抑
止

に
努
め
る
」
と
宣
言
。

県
警
音
楽
隊
に
よ
る
演

奏
の
後
、
運
動
の
広
報

車
両
が
出
発
し
た
。

き
た
い｣

と
力
を
込
め
た
石
川

県
警
察
本
部
の
田
中
靖
之
本
部

石
川
県
は
６
日
、
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
初
日
に
合
わ
せ

て
金
沢
市
の
県
庁
で
「
出
発

式｣

を
開
い
た
県
内
の
自
動
車

関
係
団
体
や
行
政

警
察
関
係

者
ら
約
１
０
０
人
が
出
席
し


交
通
安
全
実
現
を
誓
っ
た


浅
野
大
介
副
知
事
は
県
内
の

交
通
事
故
死
者
に
占
め
る
高
齢

者
の
割
合
が
大
き
い
こ
と
を
強

調
。
「
高
齢
者
の
事
故
防
止
が

喫
緊
の
課
題
。
痛
ま
し
い
事
故

を
一
件
で
も
減
ら
せ
る
よ
う
、

交
通
ル
ー
ル
の
順
守
徹
底
を
県

民
の
皆
さ
ま
に
呼
び
掛
け
て
い

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
６
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
期
間
中
、
石
川
県
、
富

山
県
、
福
井
県
の
北
陸
３
県
で
も
、
行
政
、
自
動
車
関
係
団
体
、
各
事
業
者
な
ど
が
一
体

と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
す
る
。
関
係
者
の
努
力
や
先
進
運
転
支
援
シ
ス

テ
ム
（
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
）
搭
載
車
の
普
及
拡
大
で
、
全
国
的
に
交
通
事
故
死
者
数
は
減
少
傾
向

を
示
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
悲
惨
な
交
通
事
故
は
な
く
な
っ
て
お
ら
ず
、

北
陸
３
県
に
お
い
て
は
、
冬
季
の
過
酷
な
気
象
条
件
や
、
地
方
特
有
の
高
い
自
動
車
依
存

度
を
背
景
と
し
た
独
自
の
事
故
リ
ス
ク
が
根
強
く
残
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
北
陸
地
区
で
も

官
民
一
体
と
な
っ
て
一
層
の
安
全
対
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

高
齢
者
の
操
作
ミ
ス
も
課
題

総合的な対策急務 鍵はデジタル活用

北
陸
地
区
で
も
日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
各
支
部
が
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
安
全
対
策
を
推
進
す
る

広報活動に出発する車両
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